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ٴΛਤΓ、航空の҆શ֬อʹͭͱΊ航空ࣝのී্ఆΊΒΕͨ௨Γ「航空ٕज़のʹಈのతは、ఆ׆ୡのࢲ �̍
ͱॾൠのௐࠪڀݚΛ͍ߦ、ͬͯզ͕ࠃ航空の݈શͳൃలΛଅਐすΔ」͜ͱですɻ

、ୡはࢲ �̎ ఆのతΛ౿ま͑、 কདྷの͋Δ͖࢟ͱしͯ「҆શで୭͔Β৴པ͞Ε、 Ѫ͞ΕΔ航空Λ࣮ݱすΔ」
ͱ͍͏ϏジϣϯΛඳ͍͍ͯますɻ

ますɻ͖ߦಈしͯ׆ͯ͛ܝʹࢦຊతجΛهୡは、తɾϏジϣϯΛୡすΔͨΊʹԼࢲ �̏

（1） 航空の安全文化を構築する。（組織と個人が安全を最優先する気風や習慣を育て、社会全体で安全意識を
　　 高めて行くこと）
（2） 地球環境と航空の発展との調和を図る。
（3） 航空に携わるもの同士が心を通わせ共存共栄を図る。

ʰެӹࣾஂ๏ਓ�ຊૢػۭߤॎڠ࢜ձͷΊ͟͢ͷʱ

平成27年度は事業を行う上で、特に各支部（北海道・東日本・中部・西日本・九州・沖縄）及び各委員会の活動に重
点を置いた幅広い取り組みを指向し、同時に公益社団法人として魅力ある事業の展開のため、事業の選択と集中を行っ
てまいります。
更に、活発な活動を支えるため、会員の皆様の積極的な参画が必要であると共に、財政基盤の充実並びに安定的な収
入の確保を模索し、効率的な運営体制の構築に取り組みます。
以上の観点から、以下の通り重点項目を定め、活動してまいります。

ୈظ��ॏࡦࢪ

・安全で効率的な運航の妨げとなる要因に対する取り組みの強化
・公益法人として航空界からの付託に応える活動の展開

̍ɽ航空ʹܞΘΔؔ࿈ؔػͱの࿈ܞΛີʹし、航空քൃలのج൫ܗʹΊΔ

・安定的な財政基盤を確保するための取り組み
・活動の実態に沿った事務局を含む運営体制の整備
・業務・事業の執行状況の継続的な把握

̎ɽॆ࣮しͨ׆ಈΛ͑ࢧΔͨΊ、協会のӡӦମ੍ΛڧԽすΔ

・会員満足度の精査及び向上
・新規会員獲得への広報活動

̏ɽ会һのຬΛߴΊΔ׆ಈΛਪਐすΔ
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ϝーϧ KaQa!KaQa�or�KQɹ5&- ������������

日本航空機操縦士協会について詳しくはホームページへ
www.japa.or.jp

航空の安全、そして未来のパイロットのために
JAPAのフィールドは広がりつづけます。

操縦士協会は現在6,400名を超える会員が所属しており、

エアライン、航空事業会社、官公庁そして自家用操縦士等の

会員により構成されております。

「航空技術の向上を図り、航空の安全確保につとめ航空知識の普及と

諸般の調査研究を行い、もって我が国航空の健全な発展を促進する

（定款第3条）」ことを目的として活動しています。

Collaboration
航空に携わるもの同士が心を通わせ共存共栄を図る

Ecology
地球環境と航空の発展との調和を図る

JAPA ࡧ ݕ

Learning
航空の安全文化を構築する（組織と個人が安全を最優先する
気風や習慣を育て、社会全体で安全意識を高めて行くこと）

ʲ ೖ会のご案内 ʳ
2ɽJAPAは誰でも入会できるの？　
"ɽ航空従事者技能証明書が無くても入会できます！

2ɽ会費と特典は？
"ɽ正会員・個人賛助会員A （18,000円）
　　個人賛助会員B （  6,000円）
　　法人賛助会員   （50,000円）

ਖ਼会һ
航空従事者技能証明を

お持ちの方

#ॿ会һࢍਓݸ
航空に興味のある若年層や
セミナーに参加したい方

๏ਓࢍॿ会һ
協会を支えて頂ける法人、

団体の皆様

"ॿ会һࢍਓݸ
航空従事者技能証明は無い
が委員会にも参加したい方

ձһಛయͳͲϗʔϜϖʔδʹͯ֬͝ೝ͍ͩ͘͞ʂ

https://www.japa.or.jp/annai.html


ҕһհ��

ಛूߓۭ
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第 4回「リーダーシップの本質」
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法人賛助会員紹介・会長奨励賞・委員会紹介（ビジネス航空委員会）

第 12回小型航空機セーフティーセミナー開催報告・FDX・外部セミナー
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委員長紹介
ΤΞϥΠϯҕ員
ཽ��ాܚ

は͡めまして、ΤΞライン委員長のాܚです。
ීஈは 4PMBTFFE�AJS にてӡ航安全ਪਐにै事
して͓り、#737�800 にして͓ります。Τ
Ξライン委員会では航空会社にै事されている
方々、航空会社にै事していたݧܦ๛かな方々
が所ଐして͓り、航空ࣨڭや各セϛφーを開催
して͓ります。2030 年ΤΞラインパイロット
ෆが題になって͓りますが、その題にも
ணखし、8(に参Ճɾ活ಈして͓ります。ΤΞ
ライン委員会では、セϛφー等で͝ྗڠいたͩ
͚る方々をਵื࣌集いたして͓ります。
օ༷、どうͧよΖしく͓ئいいたします。

Ϗδωε航空ҕ員
߳��౻ࠤ

平成 25年 �月からϏδωε航空委員会（#$委員
会）のӡӦを୲していますࠤ౻です。ࢲは、ࡢ年 2
月まで৽日本ϔϦίϓター（ג）にۈしていました。
#$委員会は、ۀ࢈航空やެி航空隊に所ଐする操
縦士でߏ成され、ӡӦ委員 14 名、委員 11 名の૯
25 名で活ಈしています。委員は、খ型機ɾϔϦίϓ
ターに関࿈する֎部委員会等にग़੮し報ऩ集やҙ
見ൃද等を行いۀ࢈航空のڥ整備や安全ਪਐにد
༩しています。また、「ϔϦίϓター操縦ڭ本」のฤ集、
3NA7ษڧ会開催、খ型航空機セーフςΟーセϛφ
ーのاըӡӦにも携わり安全文化のීൃܒٴをਐめ
ています。ఆظ航空とൺֱしてۀ࢈航空はまͩまͩ
վળすきがଟく、ӡ航ڥをྑくしていくඞ要
があります。事ۀ会社所ଐ操縦士の؍から、安全
にඈ行ग़དྷるڥを࡞るくྗしたいと考えてい
ます。よΖしく͓ئいします。

航空ҩֶҕ員
Ѩ෦��૱

օ༷は͡めまして。നੴ委員長（現事）
よりҾき͗ܧ、航空体ࠪݕに関࿈する事
Ҋを୲して͓りますѨ部とਃします。ී
ஈは下ொでਆܦ֎Պとは名かりのখさ
なΫϦχッΫをやって͓りますが、20年
લに自Ո用ライセンεを取ಘしたことをき
っか͚に、航空体ࠪݕにかかわるޚ૬ஊ
をଟくड͚るようになりました。気が͚ͭ
、ҩֶ委員長というॏに。ࠓ後もパイ
ロットと航空ҩֶ関࿈の方々との間の௨༁
として͓にたてれとࢥって͓ります。
よΖしく͝指ಋいた͚ͩれいです。

員ཆ検討ҕ員
࢘ଜ��༸ࢁ

զがࠃ航空ۀքでは、ظ的にも中長ظ的に
も航空機の操縦士ෆが課題となっていて、操
縦士をཆ成ɾ֬อするඞ要があります。このよ
うな中、航空機の操縦ཆ成にわる
ఆظ航空ɾ大ֶɾ用事ۀ間で報ަを行

い、題をఠग़して࿈携し、զがࠃの操縦士
ݕたॾ課題にͭいての͚ྗの֦ॆ等にڅڙ
航ࠃͼそれを౿まえた取組みを௨͡、զがٴ౼
空ۀքに͓͚る操縦士ෆをりӽえ、航空ω
ットϫーΫのॆ実等にࢿすることを目的として、
員ཆ成ݕ౼委員会は活ಈを行っています。

航空ؾ象ҕ員
ຊ��लੜࢁ

օ༷こΜにͪは。航空気象委員長のࢁ本लੜ
（やまもとͻでき）です。
1��3 年のՖר空ߓ事ނௐࠪに携わったこと
から、ΟンυシΞーに興味をͪ࣋気象༧報士
を航空の安全にݧܦを取ಘしました。この֨ࢿ
ཱてるため活ಈしています。
航空気象委員会では、事ྫղੳを௨͡てӡ航
に対する大きなεレットとなる気象現象の༧報
ٕज़をڀݚし、気象ிとも࿈携を取りながら৽
しい༧報ϓロμΫトの༗効なར用法をܒして
いきたいと考えています。ظࠓは「下ѱఱ༧
ਤ」をଟくのパイロットに活用していた͚ͩ
るような活ಈをܭըしています。͝ظくͩさ
い。

運航ٕज़ҕ員
ത߁　ࢁ

ӡ航ٕज़委員会の委員長のࢁです。現在、
ӡ航ٕज़委員会では 10 名のϝンόーがִ
月で集まり、その࣌々のトϐッΫεにͭい
ていٞをॏͶています。話題としては
事ނやॏ大インシσントに関するものや、
ઌ日は航空用ΨιϦンのࠃ内ੜ࢈が中ࢭさ
れ、全ྔが༌ೖとなることに対する題
やそのվળ方法などにͭいてもٞしまし
た。ࠓ後はこれらのٞのフΟーυόッΫ
方法にͭいてݕ౼していきたいとࢥいます
ので、よΖしく͓ئいします。

ϑϥΠτςετҕ員
Ҫ��ਗ਼࣏

フライトςεト委員長をۈめさせていた
ͩいて͓りますҪਗ਼࣏とਃします。ࢲは
士ॏۀ航空ӉΧンパχーに͓いて、
৽機、ఆظमཧ後の航空機ຢは৽たに開
ൃされた航空機等のඈ行ۀݧࢼを୲し
て͓ります。
ۙ年航空ٕज़のൃలはஶしく、࣍々と৽
ٕज़がಋೖされているこのۀքの中で航空
機をૹりಧ͚るଆにいるࢲୡ委員はৗにઌ
見の؟をͭ࣋ため、よりҰ活ಈをॆ実し
ていく࣍ୈです。օ༷方のߋなるྗڠޚを
。いகしますئ͓

A54 ҕ員
٢দ��

A54委員長の٢দ也です。ANAで #737N(に
して͓ります。
A54委員会は「安全で効のྑいӡ航と航空管制」
をめ͟し、Ҏ下の活ಈを行っています。
ᾜɽ3�5�.FFUJOHɾA*.�J ฤ集会ٞの参Ճ
ᾝɽA54シンϙδϜの開催�
ᾞɽ航空管制ఆظ࿈བྷ会ٞの開催
管制用ޠがݪҼのͻとͭであった1�77年ςωϦフ
Σ事ނの後、JAPA�A5$A�J ڀݚのޠಉで管制用ڞ
が࢝まりました。これが3BEJP�5FMFQIPOZ�.FFUJOH
で 37年 4Χ月間、ຖ月ୈ2༵日に開催されて͓り
ます。現在では航空管制のॾ題をٞし、「航空管
制のあるき࢟」「管制方ࣜج४վਖ਼ఏҊ」をݕ౼し
て͓ります。ࠓ後ともどうͧよΖしく͓ئいகします。

(Aҕ員
��݈࢘

会員のօ༷、ॳめましてこΜにͪは。
੪౻委員長にわり、平成 2�年から(A委員長を

めさせていたͩいて͓りますとਃします。
(A委員会は、自Ո用操縦士部会としてൃし、౷߹

をܦて現在にࢸって͓ります。
委員のߏ成は、ΤΞライン0#、ΤΞライン、用事ۀ、

自Ո用となって͓り、෯いP*-05でߏ成されている
のがಛです。
খ型機を取りרくڥは年々ݫしくなって͓り、ಛに

関東ۙลでは5(-を行える空ߓすら在りませΜ。
また、ۙ年ݒ೦されているP*-05ෆに対Ԡするた

め、の֦大を行うくεΧイεΫΤΞの開催、自Ո用ɾ
事ۀ用をターήットにした各छセϛφーを行って͓りま
す。会社、৬छの֞根をӽえた活ಈを目ඪにし、օ༷に
ָしΜでいた͚ͩるイϕントを͝Ҋ内したいとࢥいます。
ඍྗでは࠲ޚいますが、JAPA͓よͼ航空ۀքのൃల

のため、ྗする所ଘです。
৽ਓでは͟͝いますが、͝指ಋ͝ฬᎪの΄どٓしく͓

。いいたしますئ

航空安全ҕ員
ࠜຊ��༟Ұ

航空安全委員会はఆظ航空会社やۀ࢈航空、報ಓ機関、ফி等の
パイロットやֶࣝऀݧܦの委員によりߏ成されています。
また、活ಈの方はҎ下のと͓りです。
ɾ航空の安全を֬อするためのࣝやٕज़をීٴさせる。
ɾࠃ内֎をわͣ航空のௐࠪڀݚを行い、日本に͓͚る航空の安全
にੵۃ的に取り組Ή。
　この方を۩現化するためにຖ年ॏ的なࡦࢪをࡦఆし、年間ܭ

ըを࡞成しそれにͮجいて活ಈしています。
「平成27年度ॏࡦࢪ」
ɾ安全に関する報のఏڙ
ɾ講श会やセϛφー、ஂ体等の講師派遣。
ɾ安全にࢿする%7%ࡐڭ等の࡞成。
ɾ安全Ωϟラόンや講श会等のاը࡞成ٴͼその開催。
ɾ関লிとのҙ見ަ。
2014年はऀࢮをう事ނのൃੜ݅は航空࢙上࠷গの7݅をه

しましたが、ࠃ際民間航空（*$A0
ではࠓ後航空機のൃணճの૿
Ճにい航空事ނ等のൃੜ݅は૿Ճするとਪܭしています。
を໋題に航空「である໋航空の安全は社会的な」、の下گるঢ়

安全委員会は日々活ಈしています。



ࣾ会తͳ ʢ໋+"1"はԿॲʹ͍͔ͯͬ
Δの͔！ʣͦ の̎

平成27年度は、ࡢ年�月にൃした体制下でのংがນをด͡、本֨的な活ಈが開࢝されるઅ目の年と言えます。また、
ެӹ社ஂ法ਓҠ行して 4年目となり、航空քに͓͚るҐஔ付͚も࣍ୈにఆணしͭͭあります。
ڠ会は会員のօ༷から͓༬かりした会අٴͼެӹ事ۀよりಘたऩೖをࢿݪにӡӦする組৫であり、ࢲたͪ৬員Ұؙ
となって、操縦士自らがӡӦするརをੜかし、航空քのൃలにد༩していきたいと考えています。
Ճえて、ڠ会の目的は、「航空ٕज़の上をਤり、航空の安全֬อにͭとめ航空ࣝのීٴとॾൠのௐࠪڀݚを行ない、
もってզがࠃ航空の݈全なൃలにد༩すること」とఆにఆめられて͓り、その目的をୡ成するためにҎ下の事ۀを行っ
ています。
　　　ɾ航空の安全文化のීٴとൃܒ　　ɾ安全対ࡦ（制度とӡ用）　 ɾ報（ࣝ）のୡとఏڙ
　　　ɾٕज़शख़のࢧԉ　　　　　　　　ɾ報ऩ集とௐࠪڀݚ　　　ɾその他

ͼ各委員会の活ಈにॏをஔٴ（北ւಓɾ東日本ɾ中部ɾ日本ɾभɾԭೄ）部ࢧを行う上で、ಛに各ۀ年度は事ࠓ
いた෯い取り組みを指し、ಉ࣌にެӹ社ஂ法ਓとしてັྗある事ۀのల開のため、事ۀのબと集中を行ってまいり
ます。ߋに、活ൃな活ಈをࢧえるため、会員のօ༷のੵۃ的な参ըがඞ要であるとڞに、ࡒج൫のॆ実ฒͼに安ఆ的な
ऩೖの֬อをࡧし、効的なӡӦ体制のߏஙに取組みます。
Ҏ上の؍から、平成 27年度の事ۀを行うにあたり、下هの௨りॏ߲目をఆめ、活ಈしてまいります。

̍ɽ航空に携わる関࿈機関との࿈携をີにし、航空քൃలのج൫ܗ成にめる
� ɾ安全で効的なӡ航の͛となる要Ҽに対する取り組みのڧ化
� ɾެӹ法ਓとして航空քからの付ୗにԠえる活ಈのల開
̎ɽॆ実した活ಈをࢧえるため、ڠ会のӡӦ体制をڧ化する
� ɾ安ఆ的なࡒج൫を֬อするための取り組み
� ɾ活ಈの実ଶにԊった事ہをؚΉӡӦ体制の整備
� ɾۀɾ事ۀのࣥ行ঢ়گのܧଓ的なѲ
̏ɽ会員のຬ度をߴめる活ಈをਪਐする
� ɾ会員ຬ度のਫ਼ࠪٴͼ上
ɾ৽ن会員֫ಘの報活ಈ

「事ۀの۩体的内容」
ެӹ社ஂ法ਓであるڠ会の事ۀは、ެӹ目的事ۀとその他事ۀにྨされ、ߋにެӹ目的事ۀは事ۀのੑ֨により、
̎ͭにྨされ、内ֳよりೝఆをड͚ています。
　　　　

航空の安全文化のීٴとॾൠのௐࠪڀݚを対象としている事ۀɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾެ̍
ӡ航の安全にࢿするࣝの上と報ఏٴڙͼௐࠪڀݚを対象としている事ۀɾɾɾެ̎
本ڠ会の目的をୡ成するためにඞ要な事ۀɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾ他̍

�
̍ɽ航空の安全文化のීٴとൃܒ
航空の֦大をਤるく、ࠃɾ関各所のྗڠをಘて、航空に関するイϕントをॆ実させ報৴を行っていきます。
また、航空の安全に関するॾ題をਖ਼֬にѲし、関する৬छのೝࣝをڞ༗するためにシンϙδϜを開催します。
。を目的としてセϛφーを行いますڙ৽報のఏ࠷に、ओとしてখ型機の操縦士に対し、༗ӹな航空ࣝとߋ

ઐཧࣄɹࠜຊ�༟Ұ
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事ۀҰཡ
（ެ̍）ɾεΧイεΫΤΞ　ɾ:FT�*�$BO�航空ࣨڭ　ɾࢠP*-05体ࣨڭݧ　ɾ講師派遣
ɾシンϙδϜ�A54� 航空気象 �員ཆ成　ɾϦεΫϚωーδϝントɾίϛϡχέーションεΩϧセϛφー
（ެ̎）ɾখ型航空機セーフςΟーセϛφー　ɾ航空安全セϛφー　ɾϒラッシϡΞッϓセϛφー

̎ɽ安全対ࡦ（制度とӡ用）
航空に携わる関࿈機関と࿈携し安全対ࡦ、ӡ航方ࣜ等のݕ౼にੵۃ的に関わり、安全で効的なӡ航の͛となる要
Ҽに対する取り組みを行い、操縦士ஂ体としての見を࣋って航空安全の֬อにめます。また、ެӹ法ਓとして航空
քに͓͚るௐ整としての活ಈをల開してまいります。
事ۀҰཡ
	ެ̍
ɾ航空ہओ催の委員会、ݕ౼会のઐ委員派遣　ɾ航空安全講श会の開催　ɾ航空ҩֶదੑセϛφーの開催
ɾ参考ࢿྉのఏڙ（ֶՊݧࢼεタσΟーΨイυ　�　۠航空ਤ）ɾ航空機操縦士ཆ成࿈བྷٞڠ会事ہ

̏ɽ報のୡとఏڙ
またϗーϜペーδ、ϝーϧϚΨδン等のπーϧを௨͡、航空の֦大、ࢽ年度ϦχϡーΞϧした「パイロット」ࡢ
にܨがる報のఏڙを行います。またٕज़報等をެ開し、ࣝ上のૅをஙきます。
事ۀҰཡ
（ެ̍）ɾ各छഔ体を௨͡た報ఏڙ　ɾϝーϧϚΨδンのൃ৴　
ɾ航空の安全 �ٕज़をؚΉ報（5A,&�0''��　ϔϦίϓター操縦ڭ本　�　パイロットϋンυϒッΫ）
	ެ̎
�ɾA*.�J ฤࢊ事ۀの参ը　ɾ参考文ٴݙͼࡐڭの࡞成（PJMPU�(VJEBODF��　インεトラΫターϋンυϒッΫ）
ɾパイロットࢽのൃ行

̐ɽ報ऩ集とௐࠪڀݚ
事ނࢭにཱͭ安全報のऩ集、ௐࠪڀݚを行い、航空քにؐݩします。また、ࢧ部活ಈを௨͡て地Ҭ社会もؐ
。していきますݩ
事ۀҰཡ　（ެ 1）ɾֶՊݧࢼ題ݕ౼会　　（ެ̎）ɾࠃ際機関をؚめた報ऩ集ٴͼѲ

̑ɽٕशख़のࢧԉ
ඈ行܇࿅ஔ（'5%）を活用したࣝशಘɾٕ 上のࢧԉ、また航空ہӡ航৹ࠪ、航空ै事ऀݧࢼのྗڠをಘて、
機長育成のαϙートを実ࢪしていきます。
事ۀҰཡ　（ެ̎）ɾඈ行܇࿅ஔ（'5%）を用したڭ育、܇࿅、৹ࠪ�ɾ機長ཆ成講श会

̒ɽその他事ۀ
会員のརްੜ制度として、ீܚに関わるڅ付ۚ、所ಘิঈอݥのॆ実をਤります。またදজ関࿈事ۀとして、航空
քにݙߩされた方のදজٴͼ৽ઃした会長ྭをֶੜにत༩します。
事ۀҰཡ　ɾརްੜඅڅ付事ۀ　ɾ所ಘิঈอݥ　ɾදজ関࿈事ۀ（航空ޭ࿑、会長දজ、会長ྭ）
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1. 国際民間航空条約について

世界共通の航空法規である国際協定の必要性は、ラ

イト兄弟の初飛行から数年のうちに生じていましたが、

各国の意見がまとまらず、国際協定は締結されずにい

ました。第一次世界大戦が終結した後、航空による旅

客や郵便の輸送が始まると、国際協定の必要性が大き

くなり、世界最初の国際協定 - パリ条約が締結されま

した。その後、航空機の性能が発達し、航空網が拡大

するに伴い、国際民間航空の維持発展、地上施設や運

航の経済性などの項目についても国際協定が必要にな

ってきました。そこで、第二次大戦末期、シカゴで新

しい条約が締結されました。これが国際民間航空条約

( シカゴ条約 ) です。

国際民間航空条約 ( シカゴ条約 ) は、第 1 部 : 航空、

第 2 部 : 国際民間航空機関、第 3 部 : 国際航空運送、

第 4 部 : 最終規定の 4 部構成です。

2. ICAOとANNEX について

国 際 民 間 航 空 機 関 (International Civil Aviation 

Organization) は、シカゴで署名された国際民間航空条

約 ( シカゴ条約 ) に基づき設立された各国政府の協力

機関です。この機関の目的は国際民間航空条約 ( シカ

ゴ条約 )44 条に「国際航空の原則及び技術を発達させ、

国際運送の計画及び発達を助長すること」と記載され

ています。当初は国際連合の下部機関であったため、

第二次世界大戦の連合国と中立国にのみ加盟が許可さ

れていました。このため設立当初の加盟国は 50 か国

余りでしたが、現在の加盟国は 183 か国に及び、ほと

んど全ての国が加盟しています。日本も 1953 年に加

盟を認められ、現在は理事会のメンバーになっていま

す。本部はカナダのモントリオールにあり、世界に 7

か所の地域事務所が置かれています。

国際民間航空機関 (ICAO) の総会は全加盟国により構

成される最高の議決機関であり、3 年毎に開催されま

す。理事会は総会の決定事項の遂行、委員会などの設置、

国際標準及び勧告方式の採択等を主な任務としており、

総会の選挙により選出された 33 か国の代表で構成さ

れています。理事会の下には 6 つの委員会があり、理

事会を補佐しています。パイロットに最も関係がある

委員会は航空委員会で、国際標準及び勧告方式 (SARPS 

：Standards and Recommended Practices) の改定など

の作業を行っています。

航空委員会で付属書 (Annex) の修正を審議し、採択

を理事会に勧告します。それを受けた理事会は勧告を

審議・採択し、結果を各締約国に送付します。

国際民間航空条約 ( シカゴ条約 ) には、航空機、航

空従事者等に関する規則、標準等の統一のため、ICAO

が、国際標準および勧告方式を採択し、これを付属書

(Annex) とすると定めています。付属書 (Annex) は国

際民間航空条約 ( シカゴ条約 ) に基づき、主に技術的

な事項について世界的に統一するために採択されたも

のです。

国際標準 (Standards) については、
○前記の事項に関する物質的特性、形状、施設、性能、従事者、
手順等についての細則であって、その統一的適用が国際航空
の安全または正確のために必要と認められるものである。

○締約国は条約に従ってこれを遵守しなければならない。
○遵守できないときは、理事会に通報することが義務づけられる。

と定められています。各締約国は、規則、標準等を

統一することを約束されていますが、強制力はありま

せん。各国の設備等の水準が大きく違っているため、

各国が自国の方式と国際標準によって設定された方式

との相違を ICAO に通告すれば ICAO　Standards と相

違していても良いことになっています。この相違点は

Difference　from ICAO Standards として各国の AIP に

記載されています。日本の AIP にも「ICAO 標準、勧告

方式との相違点」という項目があります。

付属書、国際標準の内容は、航空法に反映されてい

ます。

勧告方式 (Recommended Practices) については、第

ೝしΑ͏ʂ֬࠶๏Λۭߤ
ʙӡ航ʹಛʹΘΔ߲Λ、จ൪߸ॱʹ͍͋͛ͯますɻ

ɹ҆શӡ航のҰॿʹし͍ͯͩ͘͞ɻʙ
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1 付属書から第 18 付属書までの内容が世界中で適用さ

れていることが国際航空の安全性、正確性や運航の能

率化のためには望ましいことですが、国際標準とは違

って強制力は無く、従うことは努力目標になっていま

す。

国際民間航空条約第 12 条には、

各締約国は、自国の国籍機が、他の締約国の領域に於

いては当該国の航空規則に従うような措置をとることを

約束する。

各締約国は、これらの点に関する自国の規則をこの条約

に基づいて随時設定される規則 (Annex) にできる限り一

致させることを約束する。

公海の上空においては、施行される規則は、この条約に

基づいて設定される規則 (Annex2) でなければならない。

とあり、各締約国は自国の規則を ICAO の規則 (Annex

等)にできるだけ一致させることや、外国に行った時は、

その国の規則に従うこと、公海上では Annex2 そのも

のに従わなければならないことが規定されています。

3. 航空法について
 

航空法は、昭和 27 年 7 月 15 日、法律第 231 号と

して制定され、原案は ICAO の条約に準拠し、さらに

FAA の規定を参考にして作成・改訂され、ICAO の付属

書を準用しています。

航空法の特徴として、他の輸送機関に関する法令（海

上及び陸上運送法令）と異なり、事業監督法規及び安

全法規並びに国際法規を航空法という 1 つの枠組みの

中に取り込んでいることが挙げられます。

航空法に基づく規則には、航空法施行令、航空法施

行規則等があり、航空法の委任に基づいており、航空

法を実施するための命令という位置付けです。

航空法は改廃を含めて憲法に従って国会の審議・議

決を経て制定される法律です。政令は憲法・法律の規

定を実行するため、法律によって委任された事項につ

いて内閣で制定されます。

Annex1 航空従事者技能証明 操縦士、管制官、整備士等の技能証明に関する事項

Annex2 航空規則 一般規則、有視界飛行方式、計器飛行方式

Annex3 気象 気象情報に関する規則

Annex4 航空図 航空図の要件

Annex5
空中及び地上の作業において使用
すべき測定単位

計測単位の規定

Annex6 航空機の運航 航空機の運航の安全性を確保するための規定

Annex7 航空機国籍及び登録記号 航空機の登録、記号についての規定

Annex8 航空機の耐空性 耐空証明、耐空検査についての規定

Annex9 出入国簡易化 航空機、旅客、乗務員、貨物、郵便物等の出入国の手続き簡易化についての規定

Annex10 航空通信 通信装置、NAVAIDSの標準化、通信方法の標準化についての規定

Annex11 航空交通業務 ATC業務、飛行情報業務、警急業務についての規定

Annex12 捜索救難 捜索及び救難施設並びにこれらの運用に関する規定

Annex13 飛行機事故調査 事故の連絡、調査、報告についての規定

Annex14 飛行場 飛行場、着陸帯、マーキング等についての規定

Annex15 航空情報業務 ノータム、AIP、AIC等の情報の収集、伝達の規定

Annex16 環境保護 騒音基準、騒音の測定/解析法、及び排気ガス基準等についての規定

Annex17 安全保障 ハイジャックに対応する安全保障の規定

Annex18 航空機による危険物の輸送 危険物を輸送する際の要件についての規定

付属書（Annex）の内容を紹介します。
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航空法、航空法施行規則などは総務省のホームペー

ジにある「法令データ提供システムから参照できます。

(http://law.e-gov.go.jp/cgi-bin/idxsearch.cgi)

( 航空法の目的 )

第一条　この法律は、国際民間航空条約の規定並びに

同条約の附属書として採択された標準、方式及び手続に

準拠して、航空機の航行の安全及び航空機の航行に起

因する障害の防止を図るための方法を定め、並びに航

空機を運航して営む事業の適正かつ合理的な運営を確

保して輸送の安全を確保するとともにその利用者の利便

の増進を図ることにより、航空の発達を図り、もつて公

共の福祉を増進することを目的とする。

ύΠϩοτΨΠμϯεΑΓൈਮ

航空法施行規則は、法律・政令で委任された事項を

具体的に決めたもので、国土交通省が制定するもので

す。航空法に規定されている事項の細目の大部分は、

この施行規則に定められていて、単に手続的な事項の

みに限らず、実施細目、適用の方法、技術上の基準、

特例事項等を含みます。また、施行規則を改定するに

は及ばないような些細な部分であっても、航空従事者

には知らせる必要がある場合は、告示として官報に発

表されます。

航空法施行令は航空法の規定に基づき制定されたも

ので、耐空証明の特例、国土交通大臣の許可を受ける

べき航空保安施設の範囲、第一種空港に準ずる取り扱

いをする第二種空港の範囲、国の行為について納付す

べき手数料の額等を定めています。

1　航空機の航行の安全を図る。
第3章 航空機の安全性 耐空性・予備品証明等
第4章 航空従事者 技能証明・航空身体検査
第5章 航空保安施設等 航空路・飛行場・航空保安施設
第6章 航空機の運航 運航に関する規則類

2　航空機の航行に起因する障害の防止を図る。
第3章 航空機の安全性 発動機の騒音基準、排出物基準
第6章 航空機の運航 粗暴操縦の禁止

3　航空機を運航して営む事業の適正かつ合理的な運営を確保する。
第2章 登録 所有権
第7章 航空運送事業 国内定期・国際航空運送事業等
第8章 外国航空機 外国人国際航空運送事業等

この法の目的に照らすと、航空法の章建ては以下のように分類できるでしょう。

https://www.japa.or.jp/insider/login


　　　　

【エアプレインパーク】
2012 年 7 月 21 日、宮崎空港ビル創立 50 周年の記念事業として、空港の

屋上に「エアプレインパーク～飛行機のある展望公園～」が完成し、オープ

ンしました。構想から 5年、航空大学校をはじめ、空港・航空関係者の大き

なご支援を戴き、シンボルとなる航空大学校の訓練機を展示公開しています。

尚、この飛行機は、東日本大震災の際に仙台空港で訓練飛行中だったことか

ら奇跡的に津波の被害を逃れた２機のうちの１機です。宮崎空港には、昭和

39 年に、創立者でもある、岩切章太郎初代社長が作られた「エアミュージアム」

という、当時では珍しい航空博物館があり、子供たちに喜ばれていましたが、この度オープンした展望公園は、その思

いを受け継ぎ、「子供たちに大空への夢を描いていただく」楽しい名所になっています。

【ブーゲンビリアプレゼント】
宮崎空港ビルから提案する、「花のある街づくり」として、1999年より開催し、これまでに 15回・

毎回 500鉢プレゼントを行っている地域の皆様への感謝企画のひとつです。

宮崎空港を美しく彩るブーゲンビリアで宮崎の街並みを飾っていただきたいと、

当社のグリーンスタッフがひとつひとつ丹念に育てた『ブーゲンビリア』の鉢植えを

無料でプレゼントしております。毎

回 1,000 名以上の方にお越し頂いて

いる人気企画となっております。

毎年恒例として続けていき、宮崎

空港発の花が宮崎を美しく彩り始め

ることができたら、とても素敵なこ

とだと期待しております。

【エアポートナイトライブ】
1993 年から、これまでに 33 回の開催、約 50 組のアーティストがステージを行っ

てきました。このエアポートナイトライブは無料招待 400 組 800 名のお客様を招待し

てのライブになります。

夜の空港を利用したコンサートというスタイルは、宮崎空港オリジナルのイベントとし

て、全国でもたいへん注目されてきました。そして、これまでの来場者の方々に楽しんでいた

だくと共に、アーティストやマスコミ、レコード会社

などの関係者からも多くの支持を受けております。

2006 年より一時休止していましたが、2011 年に、宮崎空港ビ

ル創立 50 周年プレイベントとして復活し、昨年で３年連続の開催となり

ました。

宮崎空港１Ｆ「オアシス広場」に、本格的なステージを設置し、１階フ

ロアと２階、３階からのオペラハウス・スタイルにての会場で毎回会場は

満員のお客様で熱気に溢れております。

【タクシーコンシェルジュ】
2012 年４月１日、宮崎空港の正面玄関にタクシーコンシェルジュが誕生しました。宮崎に到着されたお客様と最初

に接する場所として、空港ターミナル正面入り口のタクシー乗り場付近に待機し、お客様に喜んでもらえる『楽しい旅

のお手伝い』をモットーに、タクシーの手配や高齢者の荷物運搬のお手伝い、観光 PR や空港施設の案内など多くの業
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務を行っております。また、宮崎空港には韓国・台湾の定期便が就航して

いることから、外国人観光客にも対応できるよう、韓国語や台湾語そして

英語を習得中です。さらには聴覚障害者にも対応できるよう手話も勉強し

ています。

お客様からの評判も良く「笑顔と大きな声の挨拶で、空港の玄関が明る

くなった」「荷物を持ってくれて助かった」などのお声や、タクシーの運転

手の方々からも「お客様との会話が増えた」など嬉しいお声をいただており、

宮崎空港の顔の一つとなっております。

宮崎空港開港 60 周年を記念して宮崎空港の愛称公募を実施

したところ、県内外から 3,048 件の応募があり、応募

の過半数が南国イメージだったことと、宮崎空港

に咲くブーゲンビリアをその代表的なシンボ

ルとして、宮崎のおもてなしにしていこ

うという思いから、「宮崎ブーゲンビ

リア空港」に決定いたしました。

ブーゲンビリアは、宮崎県観光

の父と言われた岩切章太郎氏が

宮崎の景観づくりの一環として

植栽等に取り組まれたものであ

り、宮崎空港ビルでも、その苗

を県民に配布するなど、長年普

及に取り組み、宮崎空港のシン

ボル的な花となっています。ま

た、ブーゲンビリアは南国をイ

メージさせる花であり、本県の温暖な気候や温和な人々の心、ひいては温かいおもて

なしの精神を表しています。

現時点ブーゲンビリアは、必ずしも本県を想起させるものだとはいえませんが、今後、

宮崎空港を中心にブーゲンビリアを県内に普及させるよう努め、10 年後、20 年後の本県の

未来を県民の皆様とともに創っていこう、という姿勢を表し、今回、宮崎空港の愛称として選

定して頂きました。

搭乗待合室リニューアル
搭乗待合室内の売店 2箇所と喫煙所 2箇所、また「花デッキ」「森デッキ」を新設し 2014 年 4 月 26 日にリニューア

ルオープンしました。「より南国リゾートらしく」をコンセプトに、

ご利用頂いたお客様に南国宮崎を感じて頂ける空間となっておりま

す。

「花デッキ」「森デッキ」は花や緑が溢れ、ゆったりとくつろげる

空間となり、ビジネスマンの

方々が使いやすいようにフリ

ースポットになっていて、充

電も出来るようにコンセント

も設置しております

112 0 1 5   8 i n U F r
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今、なぜリーダーシップなのか
ビジネス界の最前線で活躍している人たちの愛読書の傾向に目を向けてみると、1980 ～ 90 年代にはアメ

リカにおいて、ピータードラッガー氏の著書をはじめとして、マネジメントに関する書物が多く発売されて
いました。この十数年来は、マネジメントに関するものより、リーダーシップに関するものが多く読まれる
ようになってきています。
日本でも、最近になってアメリカと同様の傾向を感じています。経営者団体、官公庁や企業の部長、課長

クラスの方々を対象したセミナーでの講演依頼をよく受けますが、そのテーマが「リーダーシップの本質」
ということが多くなってきました。
ビジネス界での関心が、マネジメントからリーダーシップへと変化した背景の要因はいくつかあるかと思

いますが、そのひとつに、「組織の運命はリーダー次第である」という事例が広く知られるようになったこと、
そしてリーダーシップはリーダーだけに求められるものではなく、メンバー各自がそれぞれの役割、専門に
応じてリーダーシップを発揮することが求められる時代になっているためではないかと思います。このこと
は、他の業界に先駆けてCRMを導入した航空界においてもその例外ではありません。

リーダーシップの変遷

求められるリーダーシップにも時代とともに変遷がみられます。リーダーシップについてあまり関心が持
たれていなかった頃は、ヘッドシップ（Head Ship）型のリーダーが少なからず存在し「俺について来い」
とか「俺がマニュアルだ」というリーダーが、ある意味では頼もしいとされていた時代もありました。ちな
みにヘッドシップとは、権限・権威によりメンバーを指揮し支配する機能です。リーダーシップは、リーダ
ー自身がもつスキルや資質、人間性に対して、メンバーがこの人ならついていこうという積極的な受け入れ
のある影響力のことです。
1980 年代から 1990 年代の中頃にかけては、管理職セミナー等で論じられていたのは、相手の状況に応じ

てリーダーシップを発揮する、状況対応型リーダーシップ（Situational Leadership）でした。
2000 年前後頃からは、航空界で導入されたチーム力を発揮するためのノンテクニカルスキルのCRMが、

他業界でも注目されるようなり、メンバー各自がそれぞれの役割をしっかりと認識し、その役割を確実に
実行することによって、安全で質の高い業務を遂行するという、役割遂行型リーダーシップ（Functional 
Leadership）が主流となっています。
このように、求められるリーダーシップも時代の流れや社会の変化とともに変わってきています。

CAPTAIN’S
EYE Ωϟϓςϯζ

ΞΠ

Captain’s
Eye Ωϟϓςϯζ��ΞΠ

JAPA会員  小林宏之
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JAPA会員  小林宏之

CAPTAIN’S
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リーダーシップの法則
　
求められるリーダーシップに変遷がある一方で、「組織・チームの運命はリーダー次第」という不変の現実

もあります。そこで、組織・チームの運命の鍵を握っているリーダーシップの本質的な面を、法則ともいえ
る中から５項目をとりあげてみます。
（１）天井の法則
①リーダーのリーダーシップのレベルを突き抜けて、企業・団体、組織・チームがそのレベル以上の成果
をあげた事例は歴史上いまだかって一度もないと言われている

②リーダーのリーダーシップのレベルを 1～ 10で表した場合、ある企業・団体・組織チームのリーダーの
リーダーシップのレベルを 7とすると、その企業・団体・組織があげる成果は 6以下であるか、最大で
も 7以上になることはない

③リーダーのリーダーシップのレベルが高まるということは、この天井が高くなるということであり、企業・
団体・組織・チームの成果が高まることに繋がる

（２）影響力の法則
①リーダーシップとは他の人に対する影響力である
②影響力とは周囲の人の行動に影響を与える力である
③リーダーシップの失敗例の代表的なものは、地位や肩書きの影響力に依存する形でリーダーシップを発
揮する場合である

④企業・団体・組織・チームの成果をあげるリーダーシップは、地位や肩書きではなくメンバーが自らの
意志で主体性をもって行動しようとする影響力である

（３）自己コントロール（自己マネジメント）の法則
①リーダーは自分自身をコントロール（マネジメント）できて、初めて他の人への影響力を発揮できる
②自己コントロールとは目的・目標に向かって自分の言動をマネジメントし、コントロールすること
③自己コントロールができている人は周囲の人への影響力が自然に備わってくる

（４）成長の法則
①人間は何歳になっても人間的に成長し続けることができるということを認識し、かつメンバーにも熱く
語ること

②リーダー自身が成長しようとしている姿こそが一番の教育であり影響力となる
③リーダー、メンバーが成長すれば当然の結果として企業・団体・組織・チームも成長する

（５）Navigation（航法）の法則
①Navigation（航法）は目的地に向かうために、現在位置を求め、各通過点を通過して確実に目的地に到
達する作業である

②リーダーはメンバーに目的を明示し、その目的を実現するため
の目標を設定して各人の能力を結集して、ひとつひとつの目標
を達成しながら目的を実現する

③船や飛行機のNavigation（航法）は海流や風の影響で流され
そうになったり、流されたりすることがある。流されそうにな
ったら編流角をとる。それでも流されてしまったら修正しなが
ら目指す変針点に到達する。こうしたことを繰り返しながら目
的に到達する。

④船や飛行機のキャプテン（船長や機長）がNavigation（航法）
をするようにリーダーは目的に向かって企業・団体・組織・チ
ームをNavigate する

今航空界では「パイロット不足」がマスコミの話題となっています。
確かに2030年に向けてパイロットの数が不足する懸念があるのは確
かです。しかし、当面の本質的な課題はパイロットの数が不足してい
るというより、航空会社によっては事業拡大に伴い、運航の安全の最
終責任を担う、リーダーである機長の数が逼迫していることにあると
思います。今後、リーダーシップの本質を備えた機長が育ってゆくこ
とにより、日本の航空界の発展に寄与する活躍を期待しています。
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〜たまには初心に戻って考えてみよう〜
（航空法規編）

解答（3）

解説 ：航空法第 73 条 ( 機長の権限）  同第 73 条の 3( 安全阻害行為等の禁止等）  同第 73 条の 4 航空法上機長の権限として明示されている
のは第 73 条だけですが、第 73 条の 3 及び第 74 条の条文の一部にも、権限を行使できる条件を限定して規定しています。第 73 条
では、航空機に乗り組んで職務を行う者 ( 具体的には機長以外の航空機乗組員及び客室乗務員）に対し指揮命令する権限が、行使時期
は明示せずに 規定されています。

 第 73 条の 4 では、離陸のため全ての乗降口が閉ざされた時から降機のために何れかの乗降口が開かれるまでの間に行使時期を特定
し、安全阻害行為等の行為者を航空機の安全等を確保するため必要な範囲で、拘束等の措置がとれる権限を規定しています。また、第 
74 条で、航空機又は旅客の危難が生じ又は生じるおそれのある場合にのみ、旅客に対して避難の方法その他安全のために必要な事項
について命令できる権限を規定しています。

航空法上の「機長の権限」で正しいものはどれか。

(1）航空機内にある犯罪者を逮捕できる。
(2）航空機内にある者全員を指揮監督する。
(3）航空機の危機が生じた場合、機内の旅客に対し安全のために必要な事項について命令できる。
(4）航空機の安全を阻害するいかなる者も拘束できる。

CPLCPLCPLCPLCPLCPL

空港等付近の航行の方法に関する記述で誤りはどれか。

(1）他の航空機に続いて離陸しようとする場合には、その航空機が離陸して着陸帯の末端を通過する前に、
　　離陸のための滑走を始めないこと。
(2）他の航空機に続いて着陸しようとする場合には、その航空機が着陸して着陸帯の外に出る前に、
　　着陸のために当該空港の区域内に進入しないこと。
(3）離陸する他の航空機に続いて着陸しようとする場合には、その航空機が離陸のための滑走を始める前に、
　　着陸のために当該空港等の区域内に進入しないこと。
(4）着陸する他の航空機に続いて離陸しようとする場合には、その航空機が着陸して着陸帯の外に出る前に、
　　離陸のための滑走を始めないこと。

解答（3）

解説：施行規則第 189条 ( 飛行場付近の航行方法 )抜粋
	 4 項　他の航空機に続いて離陸しようとする場合には、その航空機が離陸して着陸帯の末端を通過する前に、離陸のための滑走を始め

ないこと。
	 5 項　他の航空機に続いて着陸しようとする場合には、その航空機が着陸して着陸帯の外に出る前に、	着陸のために当該飛行場の区域

内に進入しないこと。
	 6 項　離陸する他の航空機に続いて着陸しようとする場合には、その航空機が離陸して着陸帯の末端を通過する前に、着陸のために当

該飛行場の区域内に進入しないこと。
	 7 項　着陸する他の航空機に続いて離陸しようとする場合には、その航空機が着陸して着陸帯の外に	出る前に、離陸のための滑走を

始めないこと。

CPL・PPLCPL・PPLCPL・PPLCPL・PPLCPL・PPLCPL・PPL
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本邦航空運送事業者の記述で誤りはどれか。
(1）本邦航空運送事業者は、旅客及び貨物の運賃及び料金を定め、あらかじめ、国土交通大臣に届け出なければ  
 ならない。
(2）本邦航空運送事業者 ( その事業の規模が国土交通省令で定める規模未満であるものを除く。）は、 安全管理規
 程を定め、国土交通大臣の認可を受けなければならない。
(3）本邦航空運送事業者は、運送約款を定め、国土交通大臣の認可を受けなければならない。
(4）本邦航空運送事業者は、航空機の運航及び整備に関する事項について運航規程及び整備規程を定め国土交通 
 大臣の認可を受けなければならない。

解答（2）

解説：(1）本邦航空運送事業者は、旅客及び貨物の運賃及び料金を定め、あらかじめ、国土交通大臣に届け出な ければならない。 ( 法第 105 条）
 (2）本邦航空運送事業者 ( その事業の規模が国土交通省令で定める規模未満であるものを除く。）は、 安全管理規程を定め、国土交通省
   令で定めるところにより、国土交通大臣に届け出なければならない ( 法第 103 条の 2）
 (3）本邦航空運送事業者は、運送約款を定め、国土交通大臣の認可を受けなければならない。( 法第 106 条）
 (4）本邦航空運送事業者は、航空機の運航及び整備に関する事項について運航規程及び整備規程を定め、 国土交通大臣の認可を受けなけ
   ればならない。( 法第 104 条）

"5PL"5PL"5PL

"5PL・CPL・PPL"5PL・CPL・PPL"5PL・CPL・PPL
航空障害灯のうち、明滅により示されるものはどれか。

(1）高光度航空障害灯 (2）中光度白色航空障害灯
(3）中光度赤色航空障害灯 (4）低光度航空障害灯

解答（3）

解説：施行規則第 127 条（航空障害灯の種類及び設置基準）参照
 １）高光度航空障害灯は航空白の閃光　　　　２）中光度白色航空障害灯は航空白の閃光
 ３）中光度赤色航空障害灯は航空赤の明滅　　４）低光度航空障害灯は航空赤の不動光

「2014 年度版　学科試験スタディガイド」より抜粋。詳しくはホームページ等をご覧ください。

航空法 71 条の 2（操縦者の見張り義務）に関する文章の下線部（1）～（4）で誤り
はどれか。

（1）航空機の操縦を行なっている者（航空機の操縦の練習をし又は計器飛行等の練習を行なってい
る場合で、その練習を監督する者が同乗しているときは、その者）は、航空機の（2）航行中は、第 
96 条第一項 の規定による国土交通大臣の指示に従っている航行であるとないとにかかわらず、当
該航空機外の（3）障害物を視認できない気象状態の下にある場合を除き、他の航空機その他の物件
と（4）衝突しないように見張りをしなければならない。

解答（3）

解説：航空法 71 条の 2（操縦者の見張り義務）参照、（ウ）当該航空機の物件を、

CPL・PPLCPL・PPLCPL・PPLCPL・PPLCPL・PPLCPL・PPL
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ΞδΞ航ଌは、1�54 年（ত2�年）に、ઓ૪でߥഇしたࠃ
を෮興するためには、ૅجとなる航空ଌྔがෆՄܽであるとい
うएきٕज़ऀたͪの৴೦によりཱしました。その名の௨り、航
空ଌྔをج൫として、地ਤなどの空間報や災、ڥอ全に関
わる事ۀを行っています。1�5� 年に自社機による航空ଌྔを開
してҎདྷ、現在では�機の自社機をอ༗し、ௐඈ行とീ࢝
ඌ空ߓをڌとして、日本全ࠃの航空ଌྔを行っています。
航空ଌྔのٕज़もۙ年ਐาして͓り、ҎલはΞφログフΟϧ

Ϝの航空ࣸਅを用いて、地ਤ࡞成やࣸਅಡによるۀをओ体
に行なっていましたが、ۙ࠷は、レーβܭଌஔやσδタϧ航
空Χϝラ等が開ൃされ、ਫ਼ີな̏ݩ࣍での地ܭܗଌやղ૾度の
いσδタϧը૾を取ಘできるようになりました。社では、そߴ
れらの空間報をಠ自のٕज़を用いてղੳしߴ、 ਫ਼度なଌྔや、
災対ࡦɾڥௐࠪなどのίンαϧςΟングのۀをओに行って
います。
ΞδΞ航ଌの「空からଌる」ٕज़は、ਫ਼ີな地ܗや地දの̏

Ր、ਫࢁσータなどの空間報をར用した࠭災害やՐݩ࣍
害などの災対ڥ、ࡦௐࠪ、ྛݯࢿのѲや管ཧ、Τω
ϧΪー関࿈ઃ備のઃஔɾ管ཧܭըなど、活༂するがますま
すがってきています。

気ީมಈやੜଟ༷ੑ、自વ災害の対Ԡや社会イ、ࠓࡢ
ンフラのҡ࣋管ཧなど、࣋ଓՄで安全ɾ安৺な社会の実現の
ための༷々な課題がੈք中でݦஶ化していますが、これらの対
Ԡにも空間報がෆՄܽです。空間報のܭଌɾ取ಘからίン
αϧςΟングٕज़までをҰ؏してఏڙする空間報ίンαϧタン
トとして、ࢲたͪの活༂するフΟーϧυはւ֎にもがってきて
います。それらظにԠえ、社会ݙߩするۀاでありଓ͚る
ため、ࢲたͪはさらなるݚᮎとઓをଓ͚ています。
また、ΞδΞ航ଌでは、大きな災害がൃੜした際、いͪ

ૣく航空ࣸਅ等をࡱӨして報ఏڙを行っています。災害ൃ
ੜ࣌にはやかにඃ害のঢ়گをਖ਼֬にѲすることが、
災ɾ෮چ対ࡦにはඇৗにॏ要であることから行なっているも
ので、ࡱӨしたσータにͭいては、ϗーϜペーδ上でのެ開
や関機関のఏڙを行っています。1�5� 年のҏ෩
に࢝まり、ࡕਆɾ୶࿏大震災、東日本大震災、ޚባࢁՐな
ど、ಠ自のஅで大ن
災害࣌のࡱٸۓӨをଓ
͚ています。
�0 年間、空から見ͭ

めてଓ͚てきたࠃ。ࢲ
たͪはこれからもਓ々の
安৺で๛かならしの
にݙߩして参ります。

J�A*3は、大ࠃࡕ際（ҏ୮）空ߓをڌとし、北はঁຬผか
らೆはࣛࣇౡまでࠃ内 20 地を݁Ϳ 27 ࿏ઢʗ172 ศをຖ日
ӡ航して͓ります。ಛに東北方面のωットϫーΫにڧみをͪ࣋、
大ࡕɾࡳຈɾԬ等から�空ߓ（੨ɾࡾɾळాɾՖרɾઋɾ
。にब航するなど東北࿏ઢがศの約半をめています（ܗࢁ
อ༗する航空機は、ΧφμのボンόϧσΟΞ社 $3J200

が � 機、ϒラδϧのΤンϒラΤϧ社 &170 が 15 機の全 24
機です。このうͪ&170 は、μϒϧόϒϧというಠಛの体ߏ
でϦーδョφϧδΣットとݺれるখ型δΣット機の中では࠷
大ڃの٬ࣨ空間を実現しています。また2015 年度には、&170
よりҰճり大きい100 ੮Ϋラεの&1�0（ΤンϒラΤϧ1�0）を
日本でॳめてಋೖする΄か、2021年からはշదੑや೩අੑ
に༏れたॳの࢈ࠃδΣット機である.3J（ࡾඛϦーδョφϧδΣ
ット）を32 機ಋೖすることがܾఆして͓ります。
機内に͓いては、٬ࣨ員が制࡞したオϦδφϧの「ख࡞

りϧートϚッϓ」の͝ఏڙやඈ行中に௨աする名ࢁやބɾࢢ

などの͝Ҋ内、自らのでಘたब航地の౾ࣝを͝紹介するな
ど、͓٬さまにدりఴったԹかみのあるJ�A*3ならではのαー
Ϗεを目指し、をॏͶるຖ日です。また「$Aإࣅֆシーϧ」
を用いて͓٬さまのهԱにるαーϏεにもઓしています。
Ճえて、͓٬さまと٬ࣨ員のڑがۙいখ型機ならでは

の機内空間を活かし、J�A*3 がब航している各地Ҭのද的な
ಛ࢈の͝紹介やब航地の՛を͝ఏڙしP3するࢼみを行っ
て͓ります。これはগしでも地Ҭৼ興の͓にཱͪたいという社
員のいをܗにした取り組みで、ଟくの͓٬さまから大ม͝ධ
をいたͩいて͓ります。
J�A*3は、これからも͓٬さま、関のօさま方の͝ࢧԉをࣀ

りながら、大ࡕをج地とし
ͭͭ、ब航する各地Ҭの
օさまにしまれѪされる
航空会社を目指し、安全ɾ
安৺をୈҰにӡ航をଓ͚
て参ります。ࠓ後とも͝ ߴ
いたͩきますよう৺より
。いਃし上͛ますئ͓

http://www.japa.or.jp/member/support.html
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Ϗδωε航空委員会（#$委員会）は、約 10年લ（200� 年 �月）、δΣωラϧɾΞϏΤーション委員
会（(A委員会）からಠཱした委員会です。࣌、事ۀඈ行にӨڹをٴ΅す事Ҋにͭいて、行や関ॾ
ஂ体から委員派遣要やݕ౼要がଟくありました。そこで、#$委員会をઃཱし、ݕ౼事Ҋにͭいて事
。的にҙ見をड़ることとしましたۃ用操縦士としてҙ見を取りまとめ、各会ٞに委員を派遣しੵۀ
現在、#$委員会はۀ࢈航空やެி航空隊ग़の操縦士 25名（ӡӦ委員 14名、委員 11名）でߏ成
しています。ӡӦ委員はओに委員会方や年間༧ࢉ等の৹ٞを行い、委員はݕ౼事ҊのٞにՃわる
ׂを୲っています。
を年「会ڧ3NA7ษ」、活ಈとしてൃܒとٴに、۩体的活ಈをઆ໌します。安全文化のී࣍ 3ճ（7月、
�月、11 月）開催しています。ୈҰઢで活༂されている方を講師にটき、ຖճ約 30ਓの参Ճऀが৺
にड講しています。࣭ٙԠでは、3NA7に関するج本的な࣭からઐ的なものまで活ൃなҙ見ަ
が行われています。また、「খ型航空機セーフςΟーセϛφー」をຖ年 2月に開催し、150 ਓҎ上の参Ճ
ऀがあります。このセϛφーのاը、ӡӦは#$委員会ӡӦ委員が中৺に行い、セϛφーを௨͡、行
とۀ࢈航空やެி航空に携わる操縦士とのڮし͓よͼ࠷৽の航空ࣝのීٴにめています。また
「ϔϦίϓター操縦ڭ本」（վగ൛）は#$委員会のӡӦ委員からฤ集長をग़し、航空ہ航空ै事ऀݧࢼ、
事ۀ会社、会社、ެி所ଐの操縦ڭ員等 10名でฤ集委員会をߏ成し、平成 28年 4月のग़൛を目
指して活ಈを࢝めています。
ൃॳからの֎部委員会の委員派遣は現在もܧଓ的に行っています。「$A3A54 খ型航空機
8(」、「(N44 ΞυϗッΫ会ٞ」、「航空อ安ແઢઃ備会ٞ」、「航空ো害ඪࣝௐ整会ٞ」、「ϔϦ *'3等ඈ
行安全ڀݚ会」͓よͼظ的なࢾ委員会等です。また、ަࠃলの「৺部上空のӋా空ߓൃணϧー
トར用のݕ౼開࢝ 2014」にともない8(をཱͪ上͛ௐࠪݕ౼を開࢝しました。
会等のインターωットڧセϛφーやษ」、「ஙߏ会員のօ༷のҙ見ऩ集シεςϜの」、後の課題としてࠓ
ར用によるө૾৴のՄੑ」のݕ౼、「ΤΞライン委員会、(A委員会との࿈携ྗڠ関」のཱ֬、「খ
型機ɾϔϦίϓター操縦士ෆ対ࡦ」があ͛られます。
#$委員会は各活ಈを௨͡て、これからも安全なඈ行ڥを࡞るためにੵۃ的なҙ見ఏ言等を行ってい
きます。

ʙҕһ会հʢϏジωε航空ҕһ会ʣʙ

http://www.japa.or.jp/japa_com/bca/index.html
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JAPAϨϙʔτ
平成 27年 2月 5日、�日に JAPAはଜෆಈ࢈ఱԦऱϏϧ　イングϗーϧにてୈ 12ճখ型航空機
セーフςΟーセϛφー（ࠃަ௨ল航空ہ後ԉ）を開催いたしました。
本年度も航空جہௐ講演を࢝め、各ઐによる講演を実ࢪகしました。
ճは$3.（$SFX�3FTPVSDF�.BOBHFNFOU）5&.（5ISFBU�BOE�&SSPS�.BOBHFNFOU）なども紹ࠓ
介いたしました。
年はѱఱの৺もありましたが、2日間߹わせてࠓ 274 名の͝参Ճをきました。ここでは内容を紹
介させてきます。

˝ �݄ �ʢʣϓϩάϥϜ
●主催者挨拶
　ެӹ社ஂ法ਓ　日本航空機操縦士ڠ会　会長　下ࢬ�ᴲ
●航空局基調講演
ࢯ࣎�安全部　ӡ航安全課長　∁ہަ௨ল　航空ࠃ　
●管制方式基準の改正
ࢯ߂�দ本　௨管制部�管制課　航空管制ௐࠪަہަ௨ল　航空ࠃ　
●基礎資料と独自インフラから読み解く冬の悪天
　᷂Σβーχϡーζ　グローόϧ༧報センター　航空気象νーϜ所ଐ
　気象༧報士　൧ౡ�ӫҰࢯ
●航空安全情報自発報告制度（略称：VOICES）について
センター　ٕज़部部長70*$&4ڀݚ航空༌ૹٕज़（ࡒެ）　 ӡӦ事ہ
　上ా�༟久ࢯ
●RNAVの現状と将来（RNAV航行許可申請に向けて）
　ಡച৽聞東ژ本社　ฤ集ہ航空部࣍長��操縦士　༄Ҫݚ�ೋࢯ

˝ �݄ �ʢۚʣϓϩάϥϜ
●実地試験について
ࢯࢠ��Ӝদ�߳ݧࢼ�อ安部航空ै事ऀہ航空ژަ௨ল東ࠃ　
●運航審査について
ࢯ本�ਅࡔ　安全ࣨӡ航৹ࠪۀ�安全部航空事ہަ௨ল航空ࠃ　
●熟練者のエラーを防止するには（ＣＲＭ）
　ެӹ社ஂ法ਓ�日本航空機操縦士ڠ会　Ϗδωε航空委員　দ本�ໜࢯ࣏
●操縦教育
ࢯ�日本航空᷂　%$�ࣨ長খ�ݩ　

Ҏ上

ʙୈ��回খܕ航空ػηーϑςΟーηϛφー։࠵ใࠂʙ

ࢠԋの༷ߨ

Լࢬ ᴲ

∁ ࢯ　࣎

来年度の開催も予定しております。詳細につきましては、追ってホームページにてお知らせいたします。

+"1" ɹɹɹײΑΓࣄཧڮߴ

ɹ݄̎̑日、̒日の̎日間ఱ候ෆ良の༧報のத、多数のご参加、にありがとうございます。
また、֤ࢣߨの方々おしいதお࣌間を྾いてߨԋ頂きました事をվめてྱޚਃし上げます。
回収したアンケート等を参考にし、来年のセミナーがより一օ༷のお役に立てるように力して参ります。ͥひ来
年のセミナーにも多数の方々に参加していただければいです。

https://www.japa.or.jp/seminar/kogata.html


2 0 1 5   S p r i n g 17

ʙ会ྭʙ

˗ձ長ྭΛडͯ͠
この度は、日本操縦士ڠ会会長ྭをडさせていたͩき、にخしくࢥいます。ࠓճ、この
ようなૉらしいをडできたのも、ৗ日ࠒからૉらしい͝指ಋをして下さる東ւ大ֶのڭत
方、྆、ಉظの間等、ࢲをࢧえて下さる全て方々の͓か͛であると考えて͓ります。このを
आりて、ँײਃし上͛ます。
。より航空機にる機会がଟくありましたظきということもあり、༮গの྆がཱྀ行ࢲ、はࢲ
航空機にる度に、কདྷはこの大きな航空機を自のखでඈしてみたいというເをͪ࣋、航空ۀ
քを目指すようになりました。その後、東ւ大ֶにೖֶし、܇࿅をਐめていく上で、ۤしいことも

たくさΜありましたが、ڭत方のࢧԉやಉظの間のࢧえ等があって、ࠔもりӽえられたのではないかと考えます。
また、間と᛭ୖຏし、܇࿅をਐめていくことができた東ւ大ֶでの4年間は、大ม༗ҙٛなものであったとࢥいます。
こののडをྭみに、東ւ大ֶ航空操縦ֶઐ߈ଔۀੜのҰਓとして、また、これからの日本の航空ۀքをࢧえるҰ
ਓとして、ࠓ後の航空ۀքのൃలにগしでもݙߩできるように、よりҰਫ਼ਐしていきたいです。

˗ເʹ͔ͯͬ
この度は会長ྭをき、に༗りう͟͝います。ඈ行܇࿅をແ事にऴえ、このようなをくこと

がग़དྷた事を大มخしくࢥいます。これもઌੜ方の৺な͝指ಋと、ಉظの友ਓୡのྗڠがあっての
事です。ࢲをࢧえて下さったօ༷に৺からँײをਃし上͛ます。
ࢥ事がしたいと͙ܨとをࠃとࠃ、にオーεトラϦΞに行った事がきっか͚で࣌ੜのߍߴ、はࢲ
い、航空ۀքを目指しました。χϡーδーランυでの܇࿅はॳめての事かりでしたが、֎ࠃのਓ
ୡとަྲྀもでき、大มॆ実したものでした。しかし、ݧࢼの࿈ଓでϓレッシϟーにෛ͚そうになる
事がありました。その࣌にઌੜから、「ݧࢼがාくてパイロットになれるか。自のしてきた܇࿅、

ྗに自৴をͪ࣋なさい。」とܹྭしていた事がҹ象にっています。ෆ安にෛ͚そうになった࣌にこの言༿をࢥい
ग़し、ࠔとࢥう事にもઓしてདྷました。これからも、この言༿をڳにྗして行きたいとࢥいます。
4月からは社会ਓとして航空会社でಇく事になりました。大ֶでにண͚た操縦のٕྔとӳྗޠをੜかし、ເͩった
。いますࢥの༷なパイロットになりたいとڮՍ͚͙ܨとをࠃとࠃ

˗ಌΕͷ੨͍ػ体
この度は、会長ྭというӫ༪をࣀり、ڠ会のօ༷ฒͼにఇژ大ֶϔϦパイロットίーεのઌ
ੜ方にはްくྱޚਃし上͛ます。
事をしています。༮いԉするࢧඃ災ऀを、࣌機管ཧࣨの৬員として災害ة所のࢢ、のはࢲ
こΖからそΜなのഎ中を見て育ったࢲは、自もいͭかのようにਓのせ、そして໋をकる
事がしたいとࢥうようになりました。そΜな中、Կ気なく見ていたςレϏ൪組でӡ໋のग़会いがあ
りました。それは、ܯ航空隊のٹַࢁॿのө૾です。まͩখֶੜͩったࢲがまͣࢥったのは、「か
っこいいʂ」という୯७な気ͪ࣋でした。ࠓからৼりฦると、それこそがࢲのເの࢝まりでした。

長ͣるにͭれてもເのݪはফえͣ、ఇژ大ֶϔϦパイロットίーεのをୟき、大ֶのษڧをしながらライセンε
を取ಘ。そしてͭいにເがい、ܯ航空隊の操縦士として࠾用してくことがܾまりました。ࠓ後は自のເの
で、ϔϦレεΩϡーのϓロになり、Ұਓでもଟくの໋をٹうという৽しいເを、航空隊のઌഐ方とڞにまたいた
いとࢥって͓ります。

˗ձ長ྭडʹͯ͠ࡍ
この度は、日本航空機操縦士ڠ会会長ྭを͚ることを大มخしく͡ײて͓ります。ࢲは現
在法大ֶの܇࿅ੜとして܇࿅にྭΜで͓りますが、ಉظやڭ、大ֶのڭतやՈなど༷々な方々
のྗڠແくしてはこのようなは͚なかったとࢥいます。わってくͩさった全ての方々にँײ
しています。
であったに࿈れて行ってもらからのເでした。自衛ࠒはパイロットになることが༮গのࢲ
った自衛隊のイϕントにて、ඈ行機が大空を自༝にඈͿ࢟にັྃされたことがきっか͚でパイロッ
トのಓをࢤすようになりました。そしてࢲが法大ֶの付ଐߍであります法ೋߴにೖֶしたࠒ、

大ֶに航空操縦ֶઐमが開ઃされ「このνϟンεに͚ݒてみたい」とࢥい現在のಓをਐΜできました。日々ເの実現
に͚てલਐできることにتͼを͡ײています。
شൃݶ大࠷をれͣ、νーϜϫーΫをͪ࣋な気ڏݠ後はৗにࠓ。࿅の中でνーϜϫーΫの大さをֶΜできました܇
できるような৺りのできるΤΞラインパイロットになることを目ඪにྗしていきます。

౦ւେ学　学෦　航空Ӊ学Պɾ航空ૢॎ学ઐ߈　

　ඒྛେ学　ϑϥイトΦϖϨʔγϣϯίʔεࡩ

ఇژେ学　ཧ学෦　航空Ӊ学Պ　ϔϦパイロットίʔε

๏େ学　ཧ学෦　機ց学Պ　航空ૢॎ学ઐम　

ౡ　༔ే⾣

খྛ　知࢙⾣

౻ᖒ　྄ี⾣

ӿຊ　༞େ⾣
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˗डͷتͼ
。いますࢥճこのようなૉらしいにਪનいたͩき大มޫӫにࠓ
༮いこΖ航空ത館で操縦体ݧしたのをきっか͚にこのੈքに興味をͪ࣋ました。ࢲは、ਸ大
ֶでֶ࠲をؚめݧܦ๛なڭत、ڭの͓か͛でここまでݫしい܇࿅、$A#�$ʟ,�をりӽえて
くることができました。
また、このをडできたのはಉظのଘ在があったからͩとڧく͡ײています。ಉظが 8�ਓ͓り
Ұਓでも͚ܽてはࠓのࢲはଘ在しないとࢥいます。Ұਓ͚ͩではݧܦग़དྷるはݶられてしまいま
すが、8�ਓでࣦഊをӅすことなく報をڞ༗することにより 8�ഒのݧܦをੵΜͩのとಉ͡効果が

ಘられます。ྈੜ活を௨して間の大さ、܇࿅を行う上で整備士さΜの大さなど「ඈ行機はҰਓではඈせない」
という言༿のҙ味を実ײすることができました。ࠓまでࢧえてくれたօ༷にँײしています。
このࢧえをれることなくৗにँײの気ͪ࣋を࣋ってさらにをຏき日本の、ੈքの空をඈͼまわれるパイロットに
なっていきたいです。このにஏ͡ないようこれからますますਫ਼ਐしてまいります。本にありがとう͟͝いました。

ਸେ学　学෦　Ӊ航空γεςϜ学Պ　౻　༞ً⾣

˗ୈ̍ճ +"1"ձ長ྭΛडͯ͠
この度は、JAPA会長をきまして、に༗う͟͝います。ࠓճこのようなૉらしいを
डすることができ、大มخしくࢥいます。これもͻとえに৺に指ಋして下さったڭ方、ਏい
ୈ࣍するँײ࿅のためਚྗして下さったօ༷方の͓か͛と৺から܇զ々の、ظえてくれたಉࢧに࣌
で͟͝います。
༮いࠒにඈ行機を間ۙで見る機会があり、ඈ行機の大きさにѹされڳགྷったことをࠓでも໌
に֮えて͓ります。あの࣌のײಈとಌれがパイロットを目指すきっか͚であり、ࠓのࢲのݪಈྗで
もあります。ࠓ後もॳ৺れる事なく、まͣは社会ਓとしてཱ派に成長し、パイロットとしての安

全ӡ航にめていきたいとࢥいます。また、ઌの事となりますが機長になったڿには日本の航空ۀքのൃలのためߩ
ڠとظをれͣ、ಉͪ࣋の気ँײճのडをྭみとし、αϙートして下さるօ༷のࠓ。すくྗする所ଘですݙ
ྗし、よりҰਫ਼ਐして参りたいとࢥいますのでよΖしく͓ئいகします。

航空େ学ߍ関ޱ　ᠳଠ⾣

˗ୈ̍ճ +"1"ձ長ྭडʹ͋ͨͬͯ
この度は、JAPA会長ྭをきまして、に༗う͟͝います。ಥવのडでしたので、ڻ
いたとڞに大มޫӫにࢥって͓ります。このようなडの機会を͚た事は、ڭ、ಉظ、その他
フライトやษֶ、ֶੜੜ活をαϙートして下さったଟくの方々の͝ްのࣀであるとվめてँײ
கします。
の航空要員でした。実際に実機5�7ߍは衛大ֶࢲ でのదਖ਼ݧࢼをड͚させてく機会があり、
日ৗでは味わえない空のૉらしさとඈ行機を操縦した࣌のײಈがれられͣ、パイロットになる
ܾҙをしました。民間とਐ࿏มߋしましたが、面の目ඪは、衛大ֶߍɾ航空大ֶߍをଔۀし

たތりをͪ࣋、ֶΜͩૅجを活かし、社会ਓとしてのૉཆをに͚ͭ、෭操縦士になることです。また、いͭの日か、
機長として安全ӡ航の୲いखとなり、後ഐの育成にਚྗすることも目ඪです。このをडしたتͼ、ँײの気ͪ࣋
をれͣ、ࠓ後もよりҰのྗをॏͶ、ଟくのԠԉして下さった方々のظにԊえるようਫ਼ਐして参ります。

航空େ学ߍా　३Ұ⾣

操縦士協会では各種活動にご協力頂ける会員を募集しています。
ʲ׆༂ͷଟذʹΘͨΓ·͢ʳ
ɹ֤छߨशձߨԋɺεΧΠεΫΤΞɺ͓ࣨڭۭߤΑͼ֎෦ҕһձͳͲɺύΠϩοτͱͯ͠ഓͬͨݧܦϊϋΛൃ͢شΔॴ͕ଟ͍͟͝·͢ɻ
Ұྫͱͯ͠
ɾύΠϩοτ͔ΒֶͿηϛφʔʲϦεΫϚωδϝϯτɾίϛϡχέʔγϣϯεΩϧηϛφʔʢྫʣr
ɹɹݚۀاमͷҰͱͯ͠ɺ·ͨύΠϩοτɾ٬ࣨһଞɺۀۭߤքΛ͍ͯ͠ࢦΔํۭߤͷීٴɾܒʹد༩͢ΔͨΊ
ɹɹʹઃ͚ΒΕͨ৽اըͰ͢ɻʢରҰൠۀاɺݸਓଞɺऀۭؔߤͱͳΓ·͢ʣ
ɾػͷಓ෭ૢॎ͔࢜Β࢝·Δʲػཆߨशձʳ
ɹɹ෭ૢॎ࢜ͷํʑػͷಓඪͳͲΛ͑ɺ෭ૢॎ࢜ͱͯ͢͠Δࡍͷҙػঢ֨܇࿅தͷօ༷ݧܦஊͳͲΛ
ɹɹަ͑ΞυόΠε͢ΔηϛφʔͰ͢ʢର෭ૢॎ࢜ͱͳΓ·͕ͦ͢ͷଞͷํࢀՃͰ͖·͢ʣ
Έ͍ͩ͘͞ɻࠐͷ͏͓͑ਃ͠هΛ໌߲ࣄΫϦοΫϘλϯʢάʔάϧϑΥʔϜʣΑΓඞཁهՃ͍͚ͨͩΔํԼࢀ
·ͣͪͨࢲͷ׆ಈΛհ͍͖ͤͯͨͩͦ͞ͷதͰ׆༂ͷॴΛҰॹʹݕ౼͍͖͍ͤͯͨͩͨ͞ͱ͓ͯ͑ߟΓ·͢ɻ
օ༷͔Βͷ͓ਃ͠ࠐΈΛ͓͓ͪͯ͠Γ·͢
͓͍߹Θͤઌɹۀࣄαϙʔτࣨ·Ͱɹ5&-��������2��2ɹ&�.BJMɿKBQB!KBQB�PS�KQ

望の方はこͪらをΫϦッΫر

URL:https://docs.google.com/a/japa.or.jp/forms/d/1T0yG9x2FJYuOh8EKJYmNrDFH9glxLx7drKyN9QGKX20/viewform?c=0&w=1
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航空安全委員会
*A5Aがఏڙする '%9「'MJHIU�%BUB�&YDIBOHF」ษڧ会を開催
ΤΞラインࢿ֎ͼٴ内ࠃ 15社より͝参Ճきました。

˙ '%9とは
*A5Aがఏڙする 'MJHIU�%BUB�&YDIBOHF（'%9）は
ੈքの航空会社の 'MJHIU�%BUB を集ੵし、
8&#πーϧで安全ӡ航報をఏڙするものです。
200� 年から航空会社からのσータఏڙをう͚、
2015 年 1月現在 1�0 ສフライトҎ上のੵσータをղੳして͓り、
ӡ航報ఏ航空会社にはແঈで '%9をఏڙするࢫ、*A5Aから報告がありました。
ษڧ会を௨͡、各航空会社は '%9にͭいてཧղを深めることができました

　　・自社では知りえない事象について情報収集
　　・新たに展開する空港・新規路線に関する安全面での検討
　　・自社の運航と高級業界との比較
　　・世界的な統計との比較

ษڧ会ऴྃ後、各社୲ऀのօ༷と࠙会を開催し、
、ࢫのとして開催してきたい的な報ަظ後もఆࠓ
要もあり、࣍ճは �月に開催をܭըしています。

4QFDJBM�UIBOLT�UP�5IF�4UB⒎�PG�*A5A
.S�AOUIPOZ�)PVTUPOɾATTJTUBOU�%JSFDUPS�4BGFUZ�BOE�'MJHIU�0QFSBUJPO
ɾ*A5A�JBQBO�日本දࢯ༐ೋݪ౻
Ԭ༟ࢯࢠɾ*A5A�JBQBO

航空安全委員会
JBQBO�AJSDSBGU�PJMPU�ATTPDJBUJPO

ʙF%9ʢFlight %ata &Ychangeʣʙ

JAPA Shop からのお知らせ
公式ϐϯόοジൢചத！
֤छΠϕϯτͳͲࢀՃのࡍ、ੋඇご׆༻͍ͩ͘͞ɻ

ɹɹ໊ɿ�+"1"ϐϯόοδ�
ɹఆɹՁɿ����� ԁʢ੫ࠐɾૹྉࠐʣ
ɹαΠζɿ�ԣ 2�NNɹॎ �NN

͝จ�KBQB!KBQB�PS�KQɹ·ͨɹ5&-����������2��2
JAPA事務局までお願い致します。

ΠϝʔδᶗɹɹɹɹɹɹɹɹɹɹɹΠϝʔδᶘɹɹɹɹɹɹɹɹɹɹɹண༻Πϝʔδ

JAPA会員限定販売

JAPA Shop からのお知らせ

http://www.japa.or.jp/shop/goods/goods/index.html
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JAPAϨϙʔτ
2015年2月8日（日）、航空ҩֶదੑセϛφーが開催されました。航空ہの航空ҩֶධՁ2名、指ఆҩ、ۀ࢈ҩ、

航空ۀاの݈߁管ཧ୲ऀなど、2�組৫ɾ૯ 5�名が参Ճしجௐ講演と࣭ٙԠがなされました。
内容をవめましたので参র下さい。

開催所は東ژϞϊレーϧ整備Ӻのपลにある、PAN%A�'MJHIU�ADBEFNZの会ٞࣨでした。
Ѩ部૱ JAPA航空ҩֶ委員長がਐ行をۈめ、久ҪҰ平航空ҩֶセンターཧ事長のѫࡰでセϛφーは࢝まり

ました。ѫࡰには航空ҩֶセンターのઃཱとׂにͭいて、࣌のഎܠとมભをަえた内容があり、大ม参考に
なりました。h 航空機組員の用するҩༀʱにͭいては航空ہのྛࢠ߂航空ҩֶධՁが、৹ࠪ会のと
対ࡦにͭいてはٶ๕航空ҩֶධՁがجௐ講演を行いました。
このセϛφーは、航空体దੑにわる関ऀの࿈携ଅਐも大な目的なので、各参Ճはঢ়گ報告を行い、ٙ

を͡ײていることを紹介してきました。年にҰ度͓ޓいにإを߹わせる機会をͪ࣋、日ৗ的な報ަが容
қにできるͮڥくりにཱͭことをظします。
そもそも、݈߁管ཧにる集りは、࣌の航空߁݈ہదੑ管ཧࣨ長の講演ٴͼ関ऀのҙ見ަに࢝まり、そ

の後、ҩ師である航空ҩֶධՁの参Ճをಘて現在にࢸっています。
࠙ஊ会、シンϙδϜ、ҙ見ަの集いなど、イϕント名はมわり、ࠓճはセϛφーとし、報ަよりも

報ఏڙのҙ味߹いがೱくなってきています。また、日ৗの݈߁管ཧには、ۀاɾ組৫のをえた৴པ関のߏ
ஙは༗効です。
これまでのओなςーϚは、日ৗ݈߁管ཧ（αϙート）、航空体ࠪݕの制度とӡ用、৹ࠪ会に関するྫ、Ճྸ

員にͭいてのಈなどであり、航空ҩֶධՁٴͼ航空ҩֶセンターの指ఆҩがॿ言ऀのを୲っています。
セڀݚ年に航空ҩֶࡢ、用にͭいてはにྗを͗ました。ༀのٴճはセϛφーと名শをมえࣝのීࠓ

ンターがൃ行したʠҩༀϋンυϒッΫʡの内容にԊって、มߋ部と用に起Ҽした෭࡞用とのӨڹに
ͭいて、۩体的な事ྫをྫにとったりやすいղઆがなされました。৹ࠪ会にͭいては、上ਃにあたりٻめられ
るσータの४備（と対ࡦ）にͭいて、۩体的なྫをࣔしઆ໌が行われました。
࣭ٙԠでは、ϋンυϒッΫの内容、ۀ࢈ҩによる෭࡞用の֬ೝ、֎ࠃਓパイロットの報ఏڙ（ӳޠ൛の

る課題、各社の管ཧ体制など活ൃかͭӶい࣭や指ఠがあ成）、৹ࠪ会のオϒβーϒはՄか、Ճྸ員に࡞
りました。
「ະのྖҬのઓ」といったද現をٶධՁが܁りฦし言ٴされたことが、現在の課題をదに言い
てているのではないでしΐうか。

ʙΤΞϥΠϯ航空ҩֶదੑηϛφー։࠵ใࠂʙ

http://www.japa.or.jp/japa_com/igaku/index.html
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平成 27年 3月 4日
陸上自衛隊北部方面航空隊で開催された「航空安全の日」の中でANAフライトオペレーションセンター　ボ

ーイング 787 型機　久下　友也　機長（JAPA航空安全委員会）が講師として安全講話を行い、陸上自衛隊丘珠
駐屯地体育館に駐屯地所在部隊隊員　約 500 名（航空操縦士、整備員、管制員、気象要員等）が集まり、講話
を聞きました。
講演内容は「報告する文化を根付かせるた

めに」で、ANA他各民間航空機関の報告制度
の効果的な活用法と報告する文化を目指した
取り組みなどが紹介されました。民間航空会
社と自衛隊という違いはあるものの、報告制
度に対する取り組みは参考になったようです。
また後半では「パイロットから見た東日本

大震災」と言う題で、2011 年 3 月 11 日に
上空で起きた事象やそこから見えてきた課題、
現在の取り組みが紹介されました。実際に災
害派遣に携わった隊員の方々もいらっしゃり
興味深く講話を聞いていました。

ʙ֎෦ηϛφーʙ

陸上自衛隊北部方面航空隊　平成26年度「航空安全の日」

私たちはエアラインに勤める副操縦士です。将来の機長昇格に向けて日々努力をしています。機長昇格に向
けて、同期での情報共有や意見の交換、日々の運航での様々な出来事等をみんなで話し合う事はとても重要で
す。しかしながら、都会で（私たちはほぼ全員東京近辺在住です）６、７人が集まれる場所、と言うとなかな
か簡単には見つかりません。高額な費用が必要であったり、事前の予約がずいぶん早い時期に必要であったり
します。
そこで、私たちは１ヶ月ないしは２ヶ月に一度の頻度で日本航空機操縦士協会の会議室を借りて、先述の様
な目的の勉強会の為に使わせて頂いています。費用は無料です。事前の予約もメールで簡単にして頂けます。
時間は普段は大体17時位まで使わせて頂いていま
す。場所も新橋と言う、都内付近在住の者にとって
はとても便利な場所にあります。簡単な飲み物も用
意して下さっていますし、ビルの１階はコンビニエ
ンスストアになっていますので、ちょっとした休憩
の際にも全く不便はありません。
とても便利ですしいつも快く会議室を利用させて
頂けますので、私たちにとってとても貴重な場と
なっています。

ձٞ室の͝ར༻につ͖ましては、JAPAࣄہ
までお問い合せください。

会ٞ室ར༻ऀの
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ຖ日新ฉ 2011 年 � 月 2� 日の౦日ຊେࡂのࣄهを
͝հいたします。

かつての取材や私用で見慣れた明るさにはほど遠い。
２９日に夜間運航も再開した宮城県名取市の仙台空港ビル
は、自家発電で営業中だった。
海に近い空の玄関口はあの日、津波にのまれ ｢島｣ と化

した。地域住民、空港職員、利用者ら約１６００人が逃げ
込み避難所になった。｢空港がなければ、もっと多くの地元
の人が死んでいたと思う｣。約４００メートル離れた下増田
神社の宮司、佐藤純一さん (30) は話す。
車で避難中に津波に洗われて別の神社の屋根に逃げ、そ

こから空港まで消防の救助隊が運んでくれた。妻と十一カ
月の息子、祖母の４人で３日間ほどを耐えた。神社とゆか
りが深い空港に救われた。
空港は ｢仙台陸軍飛行学校｣ の跡地に戦後できた。学校

の一角にあった航空神社のご神体が移った先が下増田神社
だ。先代の宮司だった祖父敏男さん (92) や神社の鳥居は大
津波に流された。神殿は盛り土が守った形だが ｢また飛行
機が飛べるのも、神様がついていてくれてるからかな｣ と
佐藤さん。
神社の存続を気遣う氏子の言葉に、空港や地元と共に生

きる歴史を感じる。｢ご神体が残った限り、じいちゃんの分
も続けたい｣。神社からは、仙台平野を南へ旋回する航空機
が見える。翼の下はもう岩沼市だ。【棚部秀行】

東日本大震災では、ߍであるઋ空ߓにあるӡ༌
ল航空大ֶߍ 	現ɾಠཱ行法ਓɾ航空大ֶߍ 
もଟ大な
ඃ害をこうΉりましたが、いఆ٬ཱྀظ機にはඃ害がແ
く、後ഐたͪをؚΉ大のਓ໋が空ߓにٹわれました。
ઋ空ߓの航空ਆ社がったのは、ݹのに対す

る安全な地のݧܦଇなのでしΐうか。それともਆ༷が
のྲྀれをมえたのでしΐうか。現Պֶではղ໌で
きませΜが、ةから໔れる事を͓ӄさまとँײする৺
は、ਓྨがえな͚れならない大な৺の࢈ࡒである
とࢥいます。
ଘする事によりੜ活ڞདྷより自વとݹ、ୡのઌはࢲ

をӦΜでまいりました。๛࡞ɾ๛ړをਆ༷にئفします。
Ժやかなఱީは๛ړをもたらし、ܙみのӍは࡞を育て
ます。日本に͓いてਆ༷と自વは、大ม深い関にある
とࢥいます。日本は、ੈքのࠃ々の中でも༔久のੲから
຺々とଓいている文化をอ༗するগないࠃであるとࢥ
います。ڷの自વやਓ、から、ઌ、地
Ҭ社会のਓ々、ொ、ࢢ、ಓݝ、そして日本をѪする
ことが、日本文化をるのͩとࢥいます。自のࠃさえ
ྑ͚れྑいというφショφϦζϜ 	 Ѫࠃओٛ 
 ではあ
りませΜ。日本ਓがった文化ɾਓをѪするパトϦオ
ットϦζϜ 	 Ѫࠃओٛ 
 の事です。文化は、そのࠃのྺ
をѪするਓ々によっࠃ、と෩に根ࠩしたものであり࢙
てられ、ચ࿅されてΏくものͩとࢥいます。

ってศརなੜ活をखにೖれましをثୡは文໌のརࢲ
たが、文໌はいͣれ໓ͼてΏくものです。文໌ 	 シϏラ
イθイション 
 のݯޠは、ローϚࢢ民 	 シνζン 
 です。
文໌はその৴ไऀがいなくなると໓ͼるのです。それに
対して、文化 	 Χϧνϟーɾ̡̧̘̪̩̪̚ 
のݯޠは、
名ࢺを࡞るඌ̧̪̚ޠをআくと̡̘̪̩ 	 Χϧト 
 が
のこり、༁すれʲ৴ڼʳとなります。
現のՊֶٕज़は、ੜࢮまでもࢧしようとしています。

Պֶٕज़をѻう現ਓが自વをҞれなくなれ、ਓྨはܾ
してແ事ではいられなくなるのではないでしΐうか。
航空քに͓いてもݥةをίンϐϡータにஅさせる࣌

になってきました。気象に͓͚る༧報が༧報࣌の
ม化の࣌間ੵである事をेにೝࣝしな͚れ、
σータ上、ಛにՆに͓いて、ੵཚӢを༧していない
߹でも、ಥવੵཚӢがわいてくるՄੑがあります。
֘航行にඞ要な気象を༧報する߹、ม化がஶし
くม化した際にσータをదにิし、ݧܦଇをόラン
εさせてஅする事がඞ要ではないでしΐうか。
上空では、̨̖̩や෩のม化もثܭに現れなくても༳

れがൃੜする事があります。̍ˆະຬɾ̍ϊットະຬの
ม化がثܭにあらわれていない͚ͩではないでしようか。
ΩϟϏンαイン౮から全員がண੮するまでの࣌間は、
٬のׂ߹や̘̖のख़࿅度等によってもม化します。Ω
ϟϏンαインを効的にうҝには、見えないΩϟϏン
に対するパイロットのੑײ 	 安全文化とਓ 
 が大きく
ものをいうのではないでしΐうか。
自વをܰࢹしたり、ຫ৺したҝに、ଟくのਓ災が起

こっています。空でಇくࢲୡにとっても、安全の組みを、
໓ͼる文໌のརثではなく、Պֶٕज़を活用し、文化に
ൃలさせてΏかな͚れならないと考えます。
震災でくなられたଟくの方々の້͝を৺から͓ف

りいたします。そして震災からの෮興と航空安全をઋ
空ߓの航空ਆ社にئفしたいとࢥいます。

Լ૿ాਆ社
	 ઋ空ߓの航空ਆ社 


ઋ空ߓ　
でյれた航空େ学ߍの訓練機

͓͓ΓɹͻͰ͖

̟̖̥̖会һ・̢̞̖ݩ ʖ ̟ ฤूҕһ
̗̓̒̓機・ӡ༌ল航空大学校ଔ業
立大学文学෦Պ目等ཤम生ࢢࡕ大学・大ࡕ大ݩ
ஶॻʰۚඏཏ৴ڼ ・ɦh のۚඏཏさんʱࠃとअഅࢣ๏大߂

ϓロフΟーϧ

౦ຊେࡂɹઋ空ߓ、ਆ༷͕ͨͬٹ
େɹलथ

د ߘ
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ڠ会は、རްੜ制度のҰとして̎ͭのஂ体อݥ（ஂ体長ظো害所ಘิঈอ制度ɾஂ体૯߹ิঈ制度）をઃ͚て͓
ります。

ᶃ�JAPAஂ体อݥの֓要

●団体長期障害所得補償保険（ロスオブライセンス）
（̍）「ஂ体長ظো害所ಘิঈอݥ制度」は、έΨやප気によって長ظ間パイロットۀにै事できなくなったとき

の所ಘをิঈする制度です。この制度により、ۀにै事できない間、最長で 65歳まで所ಘิঈをܧଓして
ड͚ることができます。　

（̎）ิঈϓランは、໔ظ間がく、ิঈظ間を 1年とするʰظ所ಘิঈϓラン 、ɦ໔ظ間は長いものの、ิ
ঈظ間を࠷長で 所ಘิঈϓランʱのظまでとするʰ長ࡀ�5 2छྨが͟͝います。（2छྨを組み߹わせて͝Ճ
ೖいたͩくこともՄです。）

（̏）このอݥはパイロットۀによるۈ࿑所ಘがある方のみがՃೖ対象となります。

●団体総合補償制度
（̍）「ஂ体૯߹ิঈ制度」はέΨ、ප気、日ৗੜ活に͓͚るഛঈなどに備える制度です。
（̎）「ই害อݥ」「がΜอݥ」「ҩྍอݥ」の 3ϓランがあり、୯ಠでも組み߹わせての͝ՃೖもいͣれもՄです。
（̏）ஂ体ׂҾをద用していますので、ׂ安なอݥྉとなって͓ります。
（̐）「がん保険」「医療保険」の加入対象者を拡大しました。

ᶄ�JAPAஂ体อݥの͝Ճೖいた͚ͩる方
ɾਃ࣌ࠐで「（ެ社）日本航空機操縦士ڠ会の会員͝本ਓ」͓よͼその͝Ո

　＊上記は JAPA団体保険の概要をご案内したものです。
　　詳細については、JAPA�)P�	�IUUQ���XXX�KBQB�PS�KQ��
 会員特典ページをご参照ください。

ᶅ�JAPAஂ体อݥのอظݥ間
ɾ平成 27年 3月 1日ޕ後 から࣌4 1年間
ɾ͝Ճೖ後はղ約やタイϓมߋの͓ਃしग़のないݶりલ年ಉ݅で自ಈܧଓされます。
ɾอظݥ間中での中్ՃೖもՄです。

ᶆ�JAPAஂ体อݥのࡢ年度とのओなมߋ
ɾஂ体長ظো害所ಘิঈอݥ制度
　最長 65歳まで補償する新たなプランを追加しました。
ɾஂ体૯߹ิঈ制度
　「がん保険」「医療保険」の加入対象者を拡大しました。
　個人賠償責任危険補償へ示談代行サービスを追加しました。

+"1"ஂମอݥのご案内

パイロットۀによる
࿑所ಘがある方ۈ

パイロットۀによる
࿑所ಘがない方ۈ

ஂ体長ظো害所ಘิঈอݥ ˓ ʷ
ஂ体૯߹ิঈ制度 ˓ ˓

お申込み・お問合わせ先
取ѻཧళɿࣜג会社 JA-69อݥαーϏε

5&-ɿ0120�25�8400　　'A9ɿ03�54�0�7221
˞ԻΨイμンεのあとにᶅ൪をԡしてくͩさい。

（Ӧ࣌ۀ間）月ʙۚ �ɿ00ʙ 20ɿ00、 �ɿ00ʙ 17ɿ00　日Ŋ ॕ日Ŋ 年年࢝をআく
　　　　　　˟ 140�0002　東ژ۠東 2�5�5 ϋーόーϫンϏϧ �'

+"1"Ҋ

http://www.japa.or.jp/member/2015lossli.pdf
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JAPAではձ員のօ༷特యのͻとつとしてձ員限定 8&# ϖʔδをެ開しております。֤種αʔϏεはԼهの௨りです。

ʻձ員限定 8&# ϖʔδ֤種αʔϏεʼ
˕Φϯϥイϯでձ員情報ม更（ॅॴなͲ）ٴび֤種खଓ͖
˕σδλϧ #00, のӾཡ（A*M�J、イϯεトϥΫλʔϋϯυϒッΫ、 パイロットΨイμϯε、
　学Պࢼ験ελσΟΨイυ  ）
˕૯ձܾٞݖ行ɾҕঢ়の提ग़　
˕֤ҕ員ձの活動報ࠂӾཡ
˕ͦのଞ、ศརπʔϧ、ձ員限定ϝϧϚΨ 

ロάイϯ *D、パεϫʔυが͝ෆ໌な場合はࣄہまで͝࿈བྷԼさい。

、ձが݈શなӡӦを行うにあたりେมॏཁなたΊڠॴおよびͦのଞの情報ઃ定खଓ͖は、ެӹ社ஂ๏ਓとしてॅݱ
おखでは͟͝いますが、͝ཧղ、͝ྗڠの΄Ͳٓしくおئいਃし্͛ます。

会һใొʹ͍ͭͯ
JAPA では֤ॻ੶や͝Ҋをϝʔϧศにておಧ͚させて
いており、༣ศہのసૹಧ͚がөされませΜ。
ͦのたΊ、ॅॴม更のࡍはձ員ϖʔδよりやかに͝ొくだ
さいますよう、͝ྗڠをおئい致します。
お問合せは、ެӹ社ஂ๏ਓ 日ຊ航空機ૢॎڠ࢜ձࣄہ まで

会員様
登録住所

宅配業者

【出
荷依
頼】

JAP
A へ
住所
変更

未届
けの
際【
返送
】

【配送】
JAPA へ住所変更

未届けの際【返送】

住所変更の際はご登録を
お願い致します

JAPA への
返送に
10 日程
かかります

ೖձを͝ر望の方は、ӈのೖձਃࠐॻにඞཁࣄ
߲をهೖし༣ศϙεトവしてください。
օ༷の͝ೖձを৺よりおͪਃし্͛ております。

͍·͙͢खଓ͖Λʂ

ೖձの͝Ҋにつ͖ましては、P�2 を͝ཡください。
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https://www.japa.or.jp/insider/login
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ແஅస載ې
落丁・乱丁本がありましたら
お取替えいたします

編　集　「パイロット」誌発行会議
発　行　根本　裕一
印　刷　星光社印刷株式会社

7ol��／2015 Spring
発行　公益社団法人 日本航空機操縦士協会
　　　（Japan Aircraft Pilot Association）
〒105-0004　東京都港区新橋５－３４－３
　TEL 03-6809-2902（代）
　ホームページ　URL http://www.japa.or.jp/
　FAX 03-3434-7774　E-Mail：japa@japa.or.jp

株式会社ジェイエア、株式会社ユニバーサル・アビエーション（五十音順）各社より、
読者の皆様へプレゼントを頂きました。応募方法はJAPA Face Bookをご覧ください。
（締切6月10日受付分）尚、当選の結果発表は賞品の発送をもって替えさせていただきます。
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ʲϋΨΩʳ
総会出席届　議決権行使書　委任状　について、該当さ
れる部分にご記入の上、6月8日（月）までに投函願います。
※冊子版パイロット誌につきましては5月中旬に総会議案書と共に
送付させて頂きます。

˝ఏग़ํ๏
ʲ 8 & # ʳIUUpT���www.japa.or.jp�JOTJEFr�MoHJO
※ 5/22 頃よりWEBページにてご案内をさせて頂きます。
JAPA会員ページよりログイン後、専用フォームよりご提出をお願い
致します。
※ログインID、パスワードが不明な場合は事務局までお問合せください。

ɽ̍ɹ࣌　平成27年 6月12日（金）　15時 30分　～　17時 30分（開場15時）
ɽ̎ɹॴ　ギャラクシーホール（東京国際空港 国内線第 1旅客ターミナルビル６Ｆ）
　　　　　  大田区羽田空港 3－3－2　Tel．03－5757－8181（会場直通）
＊クールビズ実施期間中につき、軽装でお越し下さい。

〈
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リ
線
〉

表紙写真提供　渡辺　友晴　様
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飛 行 訓 練 装 置「FTD」 を 米 国 「Precision Flight 
Controls 社製 Modular Flight Deck」に更新。
より質の高い訓練の提供が可能です。

JAPA では体験搭乗も承っております。
飛行機や空に興味がある方は是非、お問い合わせください。

　2015 年 2 月 21 日（土）、対象者を女性パイロット志望者に限定した「航
空教室 特別版」を開催致しました。定員 30 名に対し、50 名を超える
応募があり、パイロットを目指す学生が JAPA に集まりました。当日は
参加者から積極的に質問が飛び交い、密度の濃い一日になりました。今
後女性の就職活動において“パイロット”という職種を選択肢の一つに
してもらいたいですし、このような活動が同じ志を持つ仲間との情報交
換の場になればと考えております。

詳しくはWEBへ
www.japa.or.jp

■　■　■　 航空教室 特別版 ～女性パイロットからのメッセージ～　■　■　■　

体験者コメント

貴重な経験をさせて頂きありがとうございました。今回の航空
教室に参加したことによってパイロットに対するイメージが大
きく変化しました。参加するまではパイロットという職種には
何か特別な訓練を受けてきた人、あるいは特別な才能のある人
がなるのだと思っていました。しかしそうではなく女性も男性
も、理系も文系も目指せる職種だと知り挑戦してみたいと思い
ました。

「一歩踏み出す勇気」を大切に就職活動に取り組んでいきます。
今後とも宜しくお願い致します。

小室
葉 さん

（東海大学）

今回のセミナーを受けるまでは CA として航空系に関わりたい
と思っていました。ですが、今回のセミナーの内容がとても興
味深く、また実際に活躍されている方の生の話をきけたことに
より、パイロットを将来の職業候補のひとつとして考えようと
思い始めました。また同じ航空系を目指す仲間との交流ができ、
とても良かったです。実際に現役で活躍されているパイロット
の方と交流できたことが何より嬉しかったです。

玉井
杏奈 さん
（大阪大学）

※「航空教室 特別版」のコメント・写真に関しましてはご本人の同意を得て掲載させていただいております。

JAL/ANA の協力の下、現役女性操縦士を派遣して頂き、自身の
経験してきた訓練や業務内容について紹介していただき、その後
質疑応答や少人数に分かれグループディスカッションを行いました。

田村 明子 さん
（JAL B737 副操縦士）

後藤 瑞希 さん
（ANA B787 副操縦士）

椎原 克知 さん
（文学座俳優）

文学座俳優の方にもお越しいただき、コミュニ
ケーションスキル強を図ったロールプレイングを
実施しました。

当日は多くのマスコミ（NHK・
テレビ東京・毎日新聞）の
取材があり、報道等で取り
上げて頂きました。

次回以降の「航空教室」の案内は、操縦士協会
公式ホームページや Facebook でご案内致します！

江上
茉里奈 さん
（聖心女子大学）

今回の航空教室は本当に収穫の多い素晴らしい機会となりま
した。まず何よりも嬉しかったのが、周りに女性パイロットを
目指されている方がこんなに沢山いるんだという事です。こう
いった方々とお話が出来、更なるモチベーションアップに繋が
りました。パイロットの方との座談会があった事でこの職業を
より身近に感じる事が出来ましたし、自分が今進んでいる道は
あっているのかどうかという所を確認する事も出来ました。普
通では絶対に出来ないシュミレーターでの体験操縦も大変印
象に残っています。今夏には航空大学校受験を控えております。
これまで私はパイロットになると心に決めていたものの、今
自分がどういった勉強をすべきなのか具体的な展望が立てら
れておらず、勉強への意欲が薄れてしまうこともしばしばあり
ました。JAPA の方々がとても親身になってアドバイスをして
下さり絶対に今年合格するんだ、という思いが強くなりました。
このご縁に心から感謝しております。

http://www.japa.or.jp/learning/seminer/syounen.html
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